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専
決
処
分
の
承
認

承
認
案
第
３
号　
全
会
一
致　
承
認

令
和
３
年
度
曽
於
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

補
正
後
予
算

総
額　
２
６
９
億
８
８
４
５
万
円

　

歳
入
は
、
国
庫
支
出
金
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
強
化
交
付
金
の
増
で
、

歳
出
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
よ
る
子
育
て
世
帯

生
活
支
援
特
別
給
付
金
（
ひ
と

り
親
世
帯
分
）
支
給
事
業
の
増

が
主
な
も
の
で
、
４
１
３
２
万
円

の
追
加
で
す
。

条
例
の
一
部
改
正

議
案
第
39
号　
　
全
会
一
致　
可
決

曽
於
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の

一
部
改
正

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
改
正
に
伴

い
、
情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
の
所
管
が
デ
ジ
タ
ル
庁
に

変
更
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
総
務

第
２
回　
定
例
会

会
期
令
和
3
年
6
月
4
日
〜

６
月
24
日
（
21
日
間
）

大
臣
」
を
「
内
閣
総
理
大
臣
」
に

改
め
、
規
定
を
整
備
す
る
も
の
で

す
。

議
案
第
40
号　
　
全
会
一
致　
可
決

曽
於
市
税
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
公
布
に
伴
い
、
関
連
す

る
規
定
を
改
め
、
個
人
住
民
税
の

非
課
税
限
度
額
等
に
お
け
る
国
外

居
住
親
族
の
取
扱
い
の
見
直
し
、

個
人
住
民
税
の
公
的
年
金
等
受
給

者
の
扶
養
親
族
等
申
告
書
の
国
外

居
住
親
族
の
見
直
し
が
主
な
も
の

で
す
。

問

対
象
者
は
何
人
か
。　

答　

本
市
在
住
の
日
本
人
で
国
外

に
住
所
の
あ
る
人
を
扶
養
し
て
い

る
１
世
帯
の
う
ち
、
対
象
と
な
る

被
扶
養
者
は
１
名
、
本
市
在
住
の

外
国
人
で
国
外
に
住
所
の
あ
る
人

を
扶
養
し
て
い
る
１
３
７
世
帯
の

う
ち
、
対
象
と
な
る
被
扶
養
者
は

２
７
３
名
で
あ
る
。

議
案
第
41
号　
　
全
会
一
致　
可
決

曽
於
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
一
定
程
度
収
入

が
減
少
し
た
被
保
険
者
に
係
る
国

民
健
康
保
険
税
の
減
免
に
つ
い
て

改
正
す
る
も
の
で
す
。

問

今
回
の
改
正
で
減
免
の
対
象

と
な
る
の
は
。

答　

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令

和
４
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
納

付
期
限
が
定
め
ら
れ
て
い
る
令
和

３
年
度
分
の
保
険
税
で
あ
る
。

議
案
第
43
号　
　
全
会
一
致　
可
決

曽
於
市
敬
老
祝
金
等
支
給
条
例
の

一
部
改
正

　

市
内
に
居
住
す
る
高
齢
者
へ
敬

老
祝
金
及
び
１
０
０
歳
到
達
誕
生

祝
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
が
、
敬

老
祝
金
等
に
お
け
る
支
給
対
象
者

の
明
確
化
を
図
る
た
め
に
改
正
す

る
も
の
で
す
。

議
案
第
44
号　
　
全
会
一
致　
可
決

曽
於
市
介
護
保
険
条
例
の

一
部
改
正

　

国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
緊
急
経
済
対
策
に
お
い
て
、

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
一
定
程
度

収
入
が
減
少
し
た
被
保
険
者
の
保

険
料
減
免
措
置
が
、
１
年
延
長
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

問

令
和
２
年
度
の
減
免
申
請
の

状
況
は
。

答　

２
世
帯
４
名
が
申
請
し
、
減

免
額
は
19
万
４
６
０
０
円
で
全
額

が
国
か
ら
の
財
政
支
援
が
あ
っ
た
。

議
案
第
45
号　
　
全
会
一
致　
可
決

曽
於
市
小
学
校
及
び
中
学
校
の
設

置
並
び
に
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

議
案
第
46
号　
　
全
会
一
致　
可
決

曽
於
市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

議
案
第
47
号　
　
全
会
一
致　
可
決

曽
於
市
教
職
員
住
宅
条
例
の

一
部
改
正

　

以
上
３
議
案
は
、
令
和
４
年
４

月
１
日
に
曽
於
市
立
大
隅
南
小
学

校
を
曽
於
市
立
岩
川
小
学
校
へ
統

合
す
る
こ
と
に
伴
い
改
正
す
る
も

の
で
す
。
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問

統
合
に
至
っ
た
経
緯
は
。

答　

大
隅
南
校
区
の
「
子
ど
も
の

未
来
を
考
え
る
会
」
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
、
全
４
回
の
考
え
る
会
を

実
施
し
て
、
４
月
７
日
に
市
長
へ

大
隅
南
小
学
校
を
岩
川
小
学
校
へ

統
合
す
る
こ
と
を
含
む
４
項
目
が

盛
り
込
ま
れ
た
要
望
書
が
提
出
さ

れ
た
。

問

来
年
度
か
ら
の
統
合
に
関
し
、

在
校
生
の
保
護
者
や
未
就
学
児
の

保
護
者
、
地
域
住
民
か
ら
の
疑
義
、

異
論
は
な
か
っ
た
の
か
。

答　

昨
年
８
月
25
日
に
「
第
２
回

子
ど
も
の
未
来
を
考
え
る
会
」
を

開
催
し
た
際
、
保
護
者
・
未
就
学

児
の
保
護
者
と
の
意
見
交
換
を
行

い
、
反
対
意
見
等
は
な
か
っ
た
。

意
見

統
合
に
あ
た
っ
て
は
引
き

続
き
、
保
護
者
や
地
域
住
民
の
意

見
を
十
分
に
踏
ま
え
な
が
ら
対
応

さ
れ
た
い
。

問

大
隅
南
小
学
校
の
校
長
・
教

頭
住
宅
の
築
年
数
は
。

答　

校
長
住
宅
は
築
34
年
、
教
頭

住
宅
は
築
29
年
で
あ
る
。
フ
ロ
ー

リ
ン
グ
化
や
水
回
り
の
改
修
を

行
っ
て
お
り
、
今
後
の
利
用
方
針

に
つ
い
て
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な

い
。
要
望
が
あ
れ
ば
売
買
や
市
営

住
宅
と
し
て
検
討
し
た
い
。

意
見

今
後
も
利
用
で
き
る
状
況

で
あ
れ
ば
有
効
活
用
す
べ
き
で
あ

る
。補

正
予
算

議
案
第
48
号　
　
全
会
一
致　
可
決

令
和
３
年
度
曽
於
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

１
億
６
９
４
２
万
円
追
加

補
正
後
予
算

総
額　
２
７
１
億
５
７
８
７
万
円

　

歳
入
は
、
国
庫
支
出
金
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
の
増
、
繰
入

金
は
、
財
政
調
整
基
金
を
減
額
す

る
も
の
が
主
な
も
の
で
す
。
歳
出

は
、
飼
料
作
物
収
穫
調
整
用
機
械

一
式
購
入
の
た
め
、
活
動
火
山
周

辺
地
域
防
災
営
農
対
策
事
業
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
る
市
内
３
道
の
駅
へ
の
支

援
策
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
に
負
け
る

な
！
ま
ご
こ
ろ
曽
於
市
お
届
け
便

事
業
第
２
弾
、
過
年
発
生
農
地
・

農
業
用
施
設
災
害
復
旧
費
等
の
増

が
主
な
も
の
で
す
。

総
務
常
任
委
員
会

（
今
鶴　
治
信
委
員
長
）

【
財
政
調
整
基
金
】

問

令
和
２
年
度
末
29
億
５
９
９

１
万
円
増
え
た
要
因
は
。

答　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
各
種
事

業
の
中
止
・
縮
小
に
よ
る
執
行
残

や
特
別
交
付
税
を
当
初
３
億
円
見

込
ん
で
い
た
が
、
最
終
的
に
７
億

１
７
８
０
万
円
万
交
付
さ
れ
た
こ

と
が
要
因
で
あ
る
。

【
普
通
財
産
管
理
費　
旧
月
野
中
学

校
不
動
産
鑑
定
評
価
業
務
委
託
料
】

問

旧
月
野
中
学
校
の
不
動
産
鑑

定
評
価
業
務
委
託
料
と
は
。

答　

㈱
高
富
物
産
が
、
甘
藷
の
選

果
貯
蔵
施
設
と
し
て
利
活
用
し
た

い
と
の
申
し
出
が
あ
り
、
予
算
計

上
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
伴

い
、
月
野
校
区
総
会
の
前
に
概
要

を
説
明
し
、
そ
の
後
意
向
調
査
を

し
た
。
24
自
治
会
の
う
ち
、
21
自

治
会
よ
り
回
答
が
あ
り
、
16
自
治

会
が
売
却
又
は
、
貸
し
て
も
い
い

と
い
う
回
答
で
あ
っ
た
。今
後
、水

道
組
合
と
の
水
の
問
題
・
排
水
の

問
題
等
に
つ
い
て
、
業
者
を
含
め

た
地
元
説
明
会
を
計
画
し
て
い
る
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

（
渕
合　
昌
昭
委
員
長
）

【
老
人
福
祉
事
務
費
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
手
数
料
】

問

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
手
数
料
の
対
象

施
設
は
ど
こ
か
。

答　

高
齢
者
虐
待
等
に
よ
り
清
寿

園
へ
一
時
措
置
さ
れ
た
方
へ
の
検

査
料
で
あ
る

意
見

今
後
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
防
止
の
観
点
か
ら
も

市
内
全
域
の
高
齢
者
等
入
所
者
施

設
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
補
助
を
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
】

問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
補
助
金
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進

事
業
補
助
金
の
内
容
は
。

答　

市
内
全
25
児
童
ク
ラ
ブ
中
17

ク
ラ
ブ
が
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
や

空
気
清
浄
器
等
を
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
補
助

金
で
は
12
児
童
ク
ラ
ブ
よ
り
Ｗ
Ｅ

Ｂ
会
議
用
の
パ
ソ
コ
ン
、
監
視
カ

メ
ラ
等
の
要
望
が
あ
っ
た
。

3 ☆本紙では、主な事柄を抜粋して掲載しております。



【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
事
業
】

問

集
団
接
種
会
場
の
医
療
従
事

者
等
の
体
制
と
１
日
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
者
数
は
。

答　

医
師
が
３
名
、
看
護
師
12
名
、

在
宅
の
看
護
師
10
名
、
救
急
救
命

士
１
名
、
職
員
が
20
名
か
ら
25
名

の
約
50
名
体
制
で
集
団
接
種
を
対

応
し
た
い
。
期
間
は
９
月
末
ま
で

に
８
月
15
日
を
除
く
毎
週
日
曜
日

の
15
日
間
で
、
接
種
者
数
は
午

前
、
午
後
４
５
０
名
ず
つ
の
最
大

９
０
０
名
を
予
定
し
て
い
る
。

意
見　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

は
市
民
に
最
も
関
心
の
あ
る
こ
と

で
あ
り
、Ｆ
Ｍ
放
送
で
情
報
が
放

送
さ
れ
て
い
る
。市
民
も
安
心
す

る
と
思
う
の
で
、今
後
も
的
確
な

情
報
の
放
送
を
継
続
し
て
ほ
し
い
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会

（
岩
水　
豊
委
員
長
）

【
農
業
経
営
収
入
保
険
加
入
推
進

事
業
】

問

本
事
業
の
増
額
の
内
容
は
。

答　

当
初
49
名
分
を
予
定
し
て
い

た
が
、
60
名
の
申
込
み
が
あ
っ
た

た
め
11
名
分
増
額
で
あ
る
。

【
た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成

業
務
委
託
料
】

問

た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作

成
業
務
委
託
の
内
容
は
。

答　

今
回
２
カ
所
の
た
め
池
を
防

災
重
点
た
め
池
と
し
て
調
査
し
、

万
が
一
の
地
震
や
大
雨
に
よ
っ
て
、

た
め
池
が
崩
壊
す
る
恐
れ
の
あ
る

場
合
の
備
え
と
し
て
情
報
を
市
民

に
提
供
す
る
も
の
で
、
地
域
の
防

災
力
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
災

害
時
に
お
け
る
被
災
の
低
減
を
目

的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
大
内
田
頭
首
工
災
害
復
旧
工
事
】

問

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

【
堆
肥
無
償
配
布
事
業
】

問

本
事
業
の
増
額
の
内
容
は
。

答　

今
回
の
事
業
に
よ
り
有
機

セ
ン
タ
ー
の
稼
働
日
数
が
年
間

２
６
０
日
か
ら
２
９
０
日
に
増
え

る
た
め
、
施
設
運
営
業
務
委
託
料

を
増
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！
ま
ご
こ

ろ
曽
於
市
お
届
け
便
事
業
（
第
２

弾
）】

問

事
業
の
周
知
方
法
等
は
。

答　

８
月
号
の
市
の
広
報
紙
、
Ｆ

Ｍ
放
送
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周

知
し
、
申
込
期
間
を
８
月
16
日
か

ら
９
月
30
日
ま
で
と
し
、
商
品
発

送
を
11
月
か
ら
12
月
に
行
う
。

【
百
入
橋
災
害
復
旧
工
事
】

　

百
入
橋
災
害
復
旧
工
事
に
伴
う

仮
橋
を
除
く
仮
設
道
路
の
延
長
が

１
５
０
ｍ
あ
る
が
、
幅
員
が
４
ｍ

と
狭
い
こ
と
か
ら
５
ｍ
に
変
更
す

る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
51
号　
　
全
会
一
致　
可
決

曽
於
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

６
６
４
３
万
円
追
加

補
正
後
予
算

総
額　
59
億
１
８
３
５
万
円

　

令
和
２
年
度
の
介
護
給
付
費
や

地
域
支
援
事
業
等
の
精
算
に
よ
る

国
・
県
へ
の
償
還
金
や
市
へ
の
繰

出
金
、
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
が

主
な
も
の
で
す
。

問

前
年
度
繰
越
金
６
１
８
８
万

円
が
令
和
３
年
度
へ
の
財
源
と
し

て
ど
の
よ
う
に
充
当
さ
れ
て
い
る

の
か
。

答　

国
・
県
・
支
払
基
金
へ
の
償

還
金
の
財
源
と
し
て
充
て
て
い
る
。

議
案
第
53
号　
　
全
会
一
致　
可
決

令
和
３
年
度
曽
於
市
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

人
事
異
動
に
よ
る
人
件
費
の
増

減
と
財
部
支
所
建
設
水
道
課
の
車

両
購
入
費
等
を
追
加
す
る
も
の
で

す
。

議
案
第
54
号　
　
全
会
一
致　
可
決

令
和
３
年
度
曽
於
市
公
共
下
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

人
事
異
動
に
よ
る
人
件
費
の
増

減
と
、
民
間
業
者
に
よ
る
末
吉
町

諏
訪
方
の
宅
地
分
譲
に
伴
い
下
水

道
本
管
等
工
事
が
必
要
と
な
り
、

工
事
請
負
費
を
追
加
す
る
も
の
で

す
。

今後のスケジュール

令和 3年 7月 工事費の積算

令和 3年 8月 九州農政局との
協議

令和 3年 9月 入札・契約を
議会提案

令和 5年 3月 完成予定

4曽於市議会だより№ 65　令和 3年 7月30日発行



議
案
第
55
号　
　
全
会
一
致　
可
決

令
和
３
年
度
曽
於
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

１
億
９
４
９
７
万
円
追
加

補
正
後
予
算

総
額　
２
７
３
億
５
２
８
４
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
係
る
子
育
て
世
帯
生
活

支
援
特
別
給
付
金
支
給
や
梅
雨
前

線
豪
雨
に
よ
る
災
害
復
旧
費
が
主

な
も
の
で
す
。

同
意
案
第
１
号　
賛
成
多
数　
同
意

教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命

中な
か
村む
ら

涼
り
ょ
う
一い
ち　

氏
（
61
歳
）

瀨せ

下し
た

浩こ
う

前
教
育
長
の
令
和
３

年
６
月
26
日
任
期
満
了
に
伴
い
、

新
た
に
同
意
案
が
提
出
さ
れ
、
無

記
名
投
票
の
結
果
、
賛
成
多
数
で

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

任
期　
令
和
６
年
６
月
26
日
ま
で

（
３
年
間
）

建
設
経
済
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査
報
告

調
査
委
員

岩
水　

豊
・
九
日　

克
典

重
久　

昌
樹
・
山
田　

義
盛

谷
口　

義
則
・
迫　

杉
雄

調
査
内
容

　

曽
於
市
畜
産
振
興
協
議
会
主
催

の
春
季
畜
産
品
評
会
が
財
部
地
区

４
月
14
日
、
末
吉
地
区
４
月
15
日
、

大
隅
地
区
４
月
16
日
に
そ
れ
ぞ
れ

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
区
別
の
出
品
頭
数
は
、
財
部

地
区
29
頭
、
末
吉
地
区
34
頭
、
大

隅
地
区
26
頭
で
、
曽
於
地
区
春
季

畜
産
共
進
会
へ
の
出
品
牛
が
選
考

さ
れ
ま
し
た
。

大隅地区の春季畜産品評会の様子

議
会
運
営
委
員
会

所
掌
事
務
調
査
報
告

調
査
委
員

迫　

杉
雄
・
岩
水　

豊

宮
迫　

勝
・
今
鶴　

治
信

原
田　

賢
一
郎
・
渡
辺　

利
治

海
野　

隆
平

調
査
期
間　

令
和
３
年
４
月
20
日
（
１
日
間
）

調
査
内
容

　

令
和
３
年
度
曽
於
市
議
会
で
は
、

議
場
音
響
施
設
等
の
老
朽
化
に
係

る
施
設
改
修
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

薩
摩
川
内
市
議
会
に
お
け
る
音

響
施
設
等
の
導
入
の
プ
ロ
セ
ス
、

操
作
方
法
及
び
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、
そ
れ
に
伴

う
議
事
進
行
方
法
や
、
課
題
等
に

つ
い
て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

シ
ス
テ
ム
改
修
に
つ
い
て
は
、

平
成
16
年
の
１
市
４
町
４
村
の
合

併
を
機
に
老
朽
化
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
の
無
線
赤
外
線
方
式
か
ら
有

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
接
続
に
変
更
し
、
ス

ピ
ー
カ
ー
シ
ス
テ
ム
の
更
新
、
マ

イ
ク
・
カ
メ
ラ
・
テ
ロ
ッ
プ
を
職

員
１
人
で
制
御
可
能
と
し
、
議
員

席
の
マ
イ
ク
ユ
ニ
ッ
ト
に
は
、
電

子
表
決
を
導
入
し
た
と
の
こ
と　

で
し
た
。

　

議
事
運
営
等
の
質
疑
に
対
し
、

討
論
通
告
の
無
い
議
案
等
の
多
く

は
簡
易
表
決
し
、
討
論
通
告
の

あ
っ
た
議
案
は
、
起
立
表
決
の
代

わ
り
に
、
電
子
表
決
を
行
っ
て
お

り
、
シ
ス
テ
ム
操
作
等
を
行
う
職

員
育
成
が
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
本
市
の
議
場
放

送
音
響
設
備
等
の
改
修
工
事
に
つ

い
て
は
、
今
後
も
情
報
等
を
収
集

し
使
い
や
す
い
機
器
の
構
築
を
進

め
る
と
と
も
に
、
電
子
表
決
の
運

用
等
に
つ
い
て
は
、
各
委
員
か
ら

の
様
々
な
見
解
や
議
論
が
出
さ
れ

て
お
り
、
今
後
の
対
応
に
期
す
る

も
の
で
す
。

薩摩川内市議会での視察の様子

5 ☆定例会とは年 4回定例的に開かれる会議で、曽於市では、3月・6月・9月・12 月に開催します。



陳
　
情

陳
情
第
２
号　
　

全
会
一
致　
採
択

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
負
担
率
の

引
き
上
げ
を
は
か
る
た
め
の
、
２
０
２

２
年
度
政
府
予
算
に
係
る
意
見
書
採
択

の
陳
情

陳
情
第
３
号　
　

全
会
一
致　
採
択

ゆ
た
か
な
学
び
の
実
現
・
教
職
員
定
数

改
善
を
は
か
る
た
め
の
、
２
０
２
２
年

度
政
府
予
算
に
係
る
意
見
書
採
択
の
陳

情
発
　
議

発
議
第
５
号　
　

全
会
一
致　
可
決

教
職
員
定
数
の
改
善
及
び
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
拡
充
に
係
る
意
見
書
案

　

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
ゆ
た
か

な
学
び
を
実
現
す
る
た
め
の
条
件
整
備

は
不
可
欠
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
全

国
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
教
育
の
機
会

均
等
が
担
保
さ
れ
、
一
定
水
準
の
教
育

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
施
策
を
講
じ
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
関
係
機
関
に
意
見

書
を
提
出
す
る
も
の
で
す
。

提
出

衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長

内
閣
総
理
大
臣
・
財
務
大
臣

総
務
大
臣
・
文
部
科
学
大
臣

令和 3年 6月定例会の議案等の議決結果
区分 議案番号 件名 結果

報
　
告

第 1号 継続費逓次繰越しの報告 報　告
第 2号 繰越明許費繰越しの報告 報　告
第 3号 事故繰越しの報告 報　告

承
認
案

第 1号 専決処分の承認を求めること（曽於市税条例等の一部を改正する条例） 全会一致 承認
第 2号 専決処分の承認を求めること（令和２年度曽於市一般会計補正予算（第 15号））全会一致 承認
第 3号 専決処分の承認を求めること（令和３年度曽於市一般会計補正予算（第２号）） 全会一致 承認

議
　
　
　
　
　
案

第39号 曽於市個人情報保護条例の一部改正 全会一致 可決
第40号 曽於市税条例の一部改正 全会一致 可決
第41号 曽於市国民健康保険税条例の一部改正 全会一致 可決
第42号 曽於市手数料条例の一部改正 全会一致 可決
第43号 曽於市敬老祝金等支給条例の一部改正 全会一致 可決
第44号 曽於市介護保険条例の一部改正 全会一致 可決
第45号 曽於市小学校及び中学校の設置並びに管理に関す条例の一部改正 全会一致 可決
第46号 曽於市立学校給食センターの設置及び管理に関する条例の一部改正 全会一致 可決
第47号 曽於市教職員住宅条例の一部改正 全会一致 可決
第48号 令和３年度曽於市一般会計補正予算（第３号） 全会一致 可決
第49号 令和３年度曽於市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 全会一致 可決
第50号 令和３年度曽於市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 全会一致 可決
第51号 令和３年度曽於市介護保険特別会計補正予算（第１号） 全会一致 可決
第52号 令和３年度曽於市生活排水処理事業特別会計補正予算（第１号） 全会一致 可決
第53号 令和３年度曽於市水道事業会計補正予算（第１号） 全会一致 可決
第54号 令和３年度曽於市公共下水道事業会計補正予算（第１号） 全会一致 可決
第55号 令和３年度曽於市一般会計補正予算（第４号） 全会一致 可決

陳
　
情

第 2号 義務教育費国庫負担制度負担率の引き上げをはかるための，2022年度政府予算に係る意見書採択の陳情 全会一致 採択
第 3号 ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるための，2022年度政府予算に係る意見書採択の陳情 全会一致 採択
第 4号 蓑原自治会地域活性化に伴う小学校通学のお願い 継続審査

同意 第 1号 教育委員会教育長の任命 賛成多数 同意
発案 第 5号 教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書案 全会一致 可決

6曽於市議会だより№ 65　令和 3年 7月30日発行



市政を問う 一般質問
10名の議員登壇

1．渡
わた
辺
なべ

利
とし
治
はる

（創政会）　 ……………………………………………………… P8
○新型コロナ感染症対策事業等の支援　　○パークゴルフ場・フラワーパーク予定地跡地　　○支所再編

2．宮
みや
迫
さこ

勝
まさる
（日本共産党） ……………………………………………………… P9

○市長選　　○財政状況　　○コロナ対策　　※掲載以外の質問項目　　○防災

3．久
ひさ
長
なが
　 登

と
良
ら
男
お

（新生会） …………………………………………………… P10
○道路行政　　○河川管理　　○選挙対策　　○教育行政

4．迫
さこ

杉
すぎ
雄
お

（誠和会） ………………………………………………………… P11
○デジタル改革関連法の施行　○第３次曽於市地域情報化計画　　○教育施策

5．徳
とく
峰
みね

一
かず
成
なり

（日本共産党） ………………………………………………… P12
○コロナ対策と市民生活　　○今後の大型事業の財源対策　　○ 436市有施設の老朽化対策

6．松
まつ
ノ
の
下
した
　いずみ（誠和会） ………………………………………………… P13

○男性職員の育休取得　　○財部地区の活性化　

7．大
おお
川
かわ
内
うち
　 冨

とみ
男
お

（新生会） …………………………………………………… P14
○財部駅前屋台村構想　　○マインドロード清掃・市道清掃

8．渕
ふち
合
あい

昌
まさ
昭
あき
（新生会） ……………………………………………………… P15

○新型コロナウイルス感染状況及び対策　　○パークゴルフ場・フラワーパーク予定地跡地

9．今
いま
鶴
づる

治
はる
信
のぶ
（新生会） ……………………………………………………… P16

○市長の政治姿勢　　○市長公約　　○大内田頭首工

10．岩
いわ
水
みず

豊
ゆたか
（新生会） ………………………………………………………… P17

○災害時の避難場所　　○商工業新規就業者支援対策事業補助金　　○コミュニティＦＭ放送

一般質問とは議員が市政全般にわたり、市の考えを問うものです。

7 ☆議員が議案について賛成・反対の意思表示をすることを ｢表決｣ といいます。



支援事業はもっと
精査して
行うべきである
市長／執行項目に間違いがあり
　　　今後気をつける

ちょっとひとりごと

堆肥はバラまくもの
マスクは着用するもの

問

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

対
策
事
業
の
商
品
券
・
現

金
に
よ
る
給
付
状
況
は
。

市
長　

次
の
と
お
り
で
あ

る
。

　
　問

厳
し
い
条
件
付
の
堆

肥
無
償
支
援
の
結
果
に
つ

い
て
。

市
長　

７
７
３
人
へ
通
知

し
て
３
１
６
人
の
申
し
込

み
で
あ
っ
た
。

問

お
茶
消
費
拡
大
の
た

め
の
茶
葉
配
布
事
業
は
よ

い
こ
と
で
あ
る
が
、
事
業

外
目
的
事
業
で
あ
る
。
ど

う
思
う
か
。

市
長　

計
上
の
仕
方
に
誤

り
が
あ
り
、
執
行
項
目
が

間
違
っ
て
お
り
今
後
気
を

つ
け
る
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
・

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
予
定
地
跡
地

問

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
・

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
予
定
地

跡
地
が
開
発
さ
れ
な
い
原

因
は
。

市
長　

都
市
計
画
法
に
基

づ
く
開
発
許
可
、
林
地
開

発
許
可
、
農
地
転
用
許
可

等
を
考
え
、
財
政
状
況
を

み
て
開
発
し
て
い
な
い
。

問

外
山
木
材
㈱
は
志
布

志
市
で
大
き
な
企
業
と

な
っ
て
い
る
が
、
な
ぜ
誘

致
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

市
長　

途
中
ま
で
進
ん
だ

が
、
結
果
的
に
撤
退
し
た
。

支
所
再
編

問

支
所
再
編
の
考
え
は
。

市
長　

計
画
に
基
づ
い
て

進
め
て
い
く
。

問

考
え
の
見
直
し
は
。

市
長　

中
止
は
で
き
な
い
。

問

支
援
事
業
な
ら
無
料

配
達
す
べ
き
で
あ
る
が
、

市
負
担
の
考
え
は
。

市
長　

事
業
が
進
ん
で
お

り
、
要
望
が
あ
れ
ば
今
後

検
討
す
る
。

有機センター

問

マ
ス
ク
配
布
事
業
は

バ
ラ
マ
キ
型
に
な
っ
て
お

り
、
必
要
な
人
だ
け
で
よ

い
の
で
は
な
い
か
。

市
長　

高
齢
者
対
策
と
し

て
布
配
し
た
。

配布されたマスク

渡
わた
辺
なべ

利
とし
治
はる

（創政会）
一般質問の様子

熊本地震で倒壊した宇土市役所
大隅・財部支所の建替えは急務です。　

問

市
民
に
ど
の
よ
う
な

政
策
を
示
す
の
か
。

市
長　

①
農
業
後
継
者
の

育
成
。

②
財
部
高
校
跡
地
へ
鹿
児

島
大
学
の
畜
産
獣
医
学

拠
点
を
誘
致
。

③
人
口
増
の
た
め
宅
地
分

譲
事
業
の
推
進
。

④
子
育
て
支
援
の
充
実
。

等
の
政
策
を
示
し
た
い

（万円）
商品券 1回目 １億 8,108

肥育牛支援 1頭 2万円 1,544 頭 3,076
肉用子牛生産 1頭１万円 4,350 頭 4,350

ひとり親家庭等特別給付 1人当たり２万円 520 人 1,040
小規模企業者家賃給付 69件 879

中小企業事業
継続支援

1回目 373件 1億 1,190
2 回目 387件 1億 4,410

8曽於市議会だより№ 65　令和 3年 7月30日発行



宮
みや
迫
さこ

勝
まさる

（日本共産党）

市長選３期目を目指す
決意は
市長／曽於市の未来のためにも本庁・

支所再編事業を成し遂げたい

問

３
期
目
を
目
指
す
に

あ
た
り
市
長
の
決
意
は
。

市
長　

こ
れ
ま
で
の
市
政

を
継
続
し
、
人
口
減
少
対

策
を
進
め
る
。
さ
ら
に
南

海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
に
備

え
る
本
庁
・
支
所
再
編
事

業
は
、
す
で
に
議
会
で
計

画
と
予
算
の
可
決
を
得
て

お
り
必
ず
成
し
遂
げ
た
い
。

問

本
庁
・
支
所
再
編
事

業
は
、
平
成
28
年
４
月
の

熊
本
地
震
で
倒
壊
し
た
宇

土
市
役
所
庁
舎
等
を
見
た

と
き
に
、
当
時
、
耐
震
性

の
な
い
本
庁
・
両
支
所
を

ど
う
す
る
の
か
、
市
民
の

意
見
を
取
り
入
れ
た
計
画

で
あ
っ
た
と
思
う
が
確
認

を
求
め
た
い
。

市
長　

そ
の
と
お
り
で
あ

る
。

熊本地震で倒壊した宇土市役所
大隅・財部支所の建替えは急務です。　

問

市
民
に
ど
の
よ
う
な

政
策
を
示
す
の
か
。

市
長　

①
農
業
後
継
者
の

育
成
。

②
財
部
高
校
跡
地
へ
鹿
児

島
大
学
の
畜
産
獣
医
学

拠
点
を
誘
致
。

③
人
口
増
の
た
め
宅
地
分

譲
事
業
の
推
進
。

④
子
育
て
支
援
の
充
実
。

等
の
政
策
を
示
し
た
い

財
政
状
況

問

市
財
政
状
況
は
ど
う

か
。

市
長　

令
和
元
年
度
決
算

で
、
経
常
収
支
比
率
は

90
・
２
％
、
県
下
19
市
中

で
１
位
。

　

実
質
公
債
比
率
は
６
・

５
％
、
19
市
中
で
４
位
。

将
来
負
担
比
率
△
17
・

６
％
、
19
市
中
で
６
位
。

財
政
状
況
は
健
全
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
対
策

問

ワ
ク
チ
ン
の
入
手
は

予
定
ど
お
り
で
あ
る
の
か
。

市
長　

６
月
末
現
在
で
約

１
万
５
０
０
０
人
分
が
供

給
予
定
で
あ
り
、
65
歳
以

上
の
高
齢
者
約
１
万
５
０

０
０
人
分
は
確
保
で
き
る

見
込
み
で
あ
る
。

問

中
学
生
へ
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
考
え
方
は
。

教
育
長　

他
市
町
の
動
向
、

学
校
や
校
医
等
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

市
長　

保
護
者
、
病
院
の

先
生
、
教
育
委
員
会
と
も

協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
検
討
課
題
と
し
た
い
。

ちょっとひとりごと

一日でも早くみんなが
ワクチン接種
できますように

一般質問の様子

9 ☆一般質問とは議員が市政全般にわたり市の考えを問うものです。



道路の維持管理は

市長／道路維持班及び業者への対応で
行っている

久
ひさ
長
なが

登
と
良
ら
男
お

（新生会）
一般質問の様子

問

長
雨
が
続
く
と
道
路

の
凹
凸
が
多
く
発
生
す
る
。

維
持
管
理
は
如
何
し
て
い

る
か
。

市
長

雨
が
止
ん
で
か
ら

本
庁
・
各
支
所
の
維
持
班

で
確
認
し
小
さ
な
箇
所
は

補
修
を
し
、
大
き
な
箇
所

は
業
者
へ
発
注
し
対
応
し

て
い
る
。

問

広
域
農
道
の
維
持
管

理
は
。

市
長　

ト
ン
ネ
ル
電
球
・

舗
装
の
補
修
や
法
面
伐
採

な
ど
市
が
主
体
的
に
維
持

管
理
を
し
て
い
る
。

改修が望まれる広域農道

票
率
は
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

　

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

今回から投票所が変更になった
財部保健福祉センター

教
育
行
政

問

全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
実
施
の
認
識
は
。

教
育
長

個
々
の
知
的
能

力
の
高
ま
り
を
見
る
こ
と

を
主
眼
と
し
た
調
査
に

な
っ
て
い
る
。
貴
重
な
調

査
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

問

結
果
発
表
後
の
対
応

は
。

教
育
長　

効
率
性
の
高
い

対
応
策
を
実
施
し
学
校
独

自
の
対
応
策
も
検
討
し
て

い
く
。

河
川
管
理

問

河
川
の
管
理
状
況
は
。

市
長　

住
民
の
連
絡
に
よ

り
補
修
や
災
害
対
応
を

行
っ
て
い
る
。
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
、
市
民
な
ど

か
ら
連
絡
を
受
け
た
場
合

は
速
や
か
に
対
応
を
す
る
。

選
挙
対
策

問

選
挙
の
投
票
率
ア
ッ

プ
対
策
は
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

　

投
票
所
を
廃
止
し
た
箇

所
と
曽
於
高
校
に
期
日
前

投
票
が
で
き
る
移
動
式
の

投
票
車
で
の
投
票
を
実
施

す
る
。

問

平
成
17
年
及
び
平
成

29
年
度
の
市
長
、
市
議
会

議
員
の
投
票
所
の
数
と
投

ちょっとひとりごと

衰退する町に灯りを
ともそう

子どもや高齢者に真心
をもって

尽くせば希望がわく

年度 投票所数 市長選挙 議員選挙

平成17年度 44カ所 76.97％ 79.77％

平成29年度 27カ所 64.47％ 63.42％

10曽於市議会だより№ 65　令和 3年 7月30日発行



迫
さこ

杉
すぎ
雄
お

（誠和会）

デジタル化で変わる
地域社会を目指すべきだ
市長／各種情報の収集等に積極的に
　　　取り組んでいる

ちょっとひとりごと

デジタル統括本部を設置
してスマートサービスを
行うことが曽於市の未来
がみえるよな！

一般質問の様子

問

デ
ジ
タ
ル
化
関
連
６

法
に
対
し
て
今
後
、
本
市

の
対
応
は
ど
う
で
あ
る
か
。

市
長　

市
民
に
身
近
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

地
方
公
共
団
体
の
デ
ジ
タ

ル
化
が
急
務
で
あ
り
、
国

の
施
策
や
法
改
正
の
趣
旨

を
基
本
と
し
、
市
民
に
分

か
り
や
す
く
優
し
い
自
前

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

問

便
利
で
簡
単
な
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
の
取
り
組
み
は
。

市
長　

行
政
手
続
き
の
オ

ン
ラ
イ
ン
化
・
業
務
の
効

率
化
な
ど
ス
マ
ー
ト
自
治

体
を
目
指
す
た
め
、
デ
ジ

タ
ル
推
進
室
を
設
置
し
た
。

問

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可

能
な
開
発
目
標
）
に
対
し

て
の
本
市
の
取
り
組
み
状

況
は
。

市
長　

地
域
情
報
化
計
画

に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取

り
組
み
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
第
２
期
曽
於
市
総
合

戦
略
に
お
け
る
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
18
施
策
の
う

ち
、
16
施
策
に
つ
い
て
は

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
指
針
に
沿
っ

た
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

SDGs（持続可能な開発目標）17の目標

教
育
施
策

問

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
設

備
に
お
い
て
、パ
ソ
コ
ン・

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用

に
各
学
校
格
差
は
生
じ
て

い
な
い
か
。

教
育
長　

徐
々
に
授
業
等

で
の
活
用
が
進
ん
で
お
り
、

学
校
規
模
等
に
活
用
の
頻

度
に
多
少
の
差
は
あ
る
。

個
別
で
可
能
な
ド
リ
ル
学

習
を
導
入
す
る
事
で
、
学

校
間
の
格
差
解
消
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
る
。

第
３
次
曽
於
市
地
域

情
報
化
計
画

問　
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5.0

（
ソ
サ
エ
テ
ィ
5.0
）
を
ど

の
よ
う
に
目
指
す
か
。

市
長　

国
が
目
指
す
べ
き

未
来
社
会
の
姿
と
し
て
提

唱
さ
れ
た
も
の
で
、
経
済

発
展
と
社
会
的
課
題
の
解

決
の
た
め
、
最
先
端
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
取

り
組
み
た
い
。
そ
の
基
礎

と
な
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網

整
備
を
最
優
先
で
取
り
組

み
た
い
。

11 ☆一般質問の掲載内容は、登壇議員本人の文責により質問と答弁を要約したものです。



今後の大型事業の財源
対策について
市長／事業費の増大とならないよう
　　　指導したい

徳
とく
峰
みね

一
かず
成
なり

（日本共産党）
一般質問の様子

ちょっとひとりごと

今後の曽於市は
老朽化対策が大きな課題

コ
ロ
ナ
対
策
と
市
民
生
活

問

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の

収
束
が
見
え
な
い
中
、
新

た
な
支
援
策
を
聞
き
た
い
。

市
長　

新
た
な
支
援
策
を

検
討
す
る
よ
う
、
関
係
課

に
指
示
し
て
あ
る
。

問

国
の
特
例
措
置
の
国

保
税
や
介
護
保
険
料
な
ど

税
の
減
免
申
請
は
、
曽
於

市
は
少
な
い
。
市
に
目
標

値
が
な
い
。
市
民
生
活
を

守
る
積
極
姿
勢
を
求
め
た

い
。

市
長　

関
係
課
に
は
、
目

標
値
を
持
ち
、
税
の
減
免

に
取
り
組
む
よ
う
指
示
し

た
い
。

今
後
の
大
型
事
業
の
財
源
対
策

問

最
近
の
大
型
箱
物
事

４
３
６
施
設
の
老
朽
化
対
策

問

現
在
市
は
、
４
３
６

施
設
（
１
４
２
８
棟
）
を

保
有
し
て
い
る
。
老
朽
化

の
実
態
を
聞
き
た
い
。

市
長　

耐
用
年
数
を
過
ぎ

て
い
る
の
は
８
１
６
棟
。

今
後
10
年
内
に
耐
用
年
数

を
過
ぎ
る
の
が
２
３
７
棟

と
な
る
。

問

多
く
の
施
設
は
耐
用

年
数
を
考
慮
す
る
と
、
老

朽
化
対
策
の
た
め
の
財
源

確
保
が
大
き
な
課
題
と
な

る
。

　
市
は
多
く
の
施
設
は
修

繕
で
延
命
し
た
い
と
の
方

針
で
あ
る
。
修
繕
に
国
の

補
助
は
な
く
、
市
の
一
般

財
源
と
な
る
。
こ
の
た
め
、

財
源
対
策
を
含
む
中
長
期

の
計
画
策
定
を
求
め
た
い
。

市
長　

貴
重
な
意
見
を
い

た
だ
い
た
の
で
、
そ
う
し

た
立
場
で
今
後
努
力
し
た

い
。

業
を
み
る
と
、
当
初
の
計

画
に
比
べ
、
実
際
は
事
業

費
が
大
き
く
増
大
し
て
い

る
。
今
後
は
、
財
政
上
、

今
ま
で
の
よ
う
に
は
い
か

な
く
な
る
。
こ
の
た
め
当

初
の
計
画
で
し
っ
か
り
し

た
策
定
が
必
要
で
は
な
い

か
。

市
長　

当
初
の
計
画
に

沿
っ
て
事
業
を
進
め
る
よ

う
、
指
導
し
た
い
。

当初に比べ事業費が大きく増大
施設名 当初の事業費 現在の事業費

岩川小改築 17億 6千万円 24億円
末吉中央公民館 3億 4千万円 5億 2千万円
桜ヶ丘住宅 7億 9千万円 10億円
末吉本庁舎 11億 3千万円 14億 9千万円
※給食センター 12億円 14億 1千万円
※末吉小改築 17億円 19億 7千万円
※印の２施設はまだ計画段階

1428 棟の老朽化対策の現状

施設名 棟数 老朽化対策
の検討

老朽化対策
の財源対策

教育施設 222 〇 ×
公営住宅 488 〇 ×
①その他の施設 136 〇 ×
②その他の施設 582 × ×
その他の施設①は床面積２００㎡以上。②は２００㎡以下。
老朽化対策の〇印は一応検討。×印は未検討。
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松
まつ
ノ
の
下
した
　いずみ

（誠和会）

男性育休取得の
声かけが
必要ではないか
市長／積極的に応援をしていきたい 一般質問の様子

男
性
職
員
の
育
休
取
得

問

市
内
で
育
休
を
取
り

入
れ
て
い
る
企
業
は
あ
る

か
。

市
長　

出
産
立
ち
会
い
な

ど
の
折
に
取
得
で
き
る
制

度
は
あ
る
。

問

育
休
取
得
が
進
ま
な

い
の
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問

題
が
あ
る
の
で
は
。

市
長　

育
休
は
権
利
と
し

て
取
れ
る
の
で
積
極
的
に

活
用
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問

男
性
版
産
休
制
度
が

来
年
度
10
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
の
想
定
だ
が
。

市
長　

法
整
備
は
重
要
で

あ
り
、
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
。
少
子
化
対
策
に
も
つ

な
が
る
。

財
部
地
区
の
活
性
化

問

市
内
周
辺
部
の
過
疎

化
を
ど
う
思
う
か
。

市
長　

大
隅
町
・
財
部
町

旧
市
街
地
は
空
き
店
舗
や

空
き
地
が
多
く
見
ら
れ
山

間
部
で
は
戸
数
が
減
り
、

若
者
が
居
な
く
な
る
な
ど

厳
し
い
状
況
が
見
ら
れ
る
。

宅
地
分
譲
や
地
域
振
興
住

宅
の
建
設
に
よ
り
、
な
ん

と
か
歯
止
め
を
か
け
た
い
。

問

周
辺
部
の
政
策
空
き

家
に
な
っ
た
市
営
住
宅
跡

地
の
活
用
は
。

市
長　

用
途
変
更
し
て
宅

地
分
譲
や
地
域
振
興
住
宅

候
補
地
な
ど
に
活
用
し
て

い
き
た
い
。

問

陣
が
丘
の
展
望
所
の

東
屋
に
大
き
な
穴
が
開
い

た
ま
ま
だ
が
。

市
長　

確
認
し
て
対
応
し

て
い
く
。

陣が丘の東屋の現状

問

城
山
公
園
の
維
持
管

理
は
出
来
な
い
の
か
。

市
長　

手
が
回
ら
な
い
部

分
が
あ
り
、
地
域
住
民
の

方
々
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的

に
管
理
出
来
な
い
か
考
え

て
み
た
い
。

問

桐
原
の
滝
下
公
園
に

遊
具
の
設
置
は
で
き
な
い

か
。
周
り
の
整
備
も
手
付

か
ず
の
ま
ま
だ
が
。

市
長　

担
当
課
で
協
議
し
、

補
修
、
遊
具
設
置
等
の
対

策
を
考
え
て
い
き
た
い
。

問

整
備
し
た
後
に
活
性

化
の
た
め
市
内
の
商
業
施

設
の
案
内
板
を
建
て
、
応

援
し
て
い
く
気
は
な
い
か
。

市
長　

交
流
人
口
増
と
発

展
の
た
め
検
討
し
て
い
き

た
い
。

城山公園の現状

ちょっとひとりごと

放置すればただの藪、
管理すれば立派な　
観光資源

13 ☆一般質問の質問時間は、答弁を含まず 50 分以内です。



公約の財部屋台村を
造らなくなった理由は
何か
市長／事業を具体化し予算計上する
　　　ことができなかった

大
おお
川
かわ
内
うち

冨
とみ
男
お

（新生会）
一般質問の様子

ちょっとひとりごと

財部駅前屋台村
質問にまともに答えない
はぐらかし答弁書の
作り方98点

誰が作っているのかナー

問

二
期
目
の
公
約
に
上

げ
た
理
由
は
。

市
長　

沖
縄
県
の
国
際
通

り
に
屋
台
村
が
あ
り
、
ま

た
鹿
児
島
中
央
駅
近
く
に

も
あ
り
、
財
部
駅
前
に
造

る
こ
と
で
地
域
活
性
化
に

つ
な
げ
た
い
と
思
っ
た
。

問

私
の
１
回
目
、
２
回

目
の
質
問
に
「
私
は
造
り

た
い
」
と
の
答
弁
で
あ
っ

た
が
、
３
回
目
の
質
問
で

は
「
谷
口
旅
館
跡
地
に
造

り
た
い
と
考
え
て
い
た
」

と
答
弁
が
変
わ
っ
た
が
。

市
長　

当
初
か
ら
谷
口
旅

館
跡
地
を
考
え
て
地
主
と

協
議
し
た
が
、
実
現
に
至

ら
な
か
っ
た
。

問

公
約
の
屋
台
村
を
造

ら
な
く
な
っ
た
理
由
は
何

か
。

マ
イ
ン
ド
ロ
ー
ド
清
掃

問

自
治
会
員
減
少
と
高

齢
化
に
よ
り
作
業
が
非
常

に
困
難
に
な
っ
て
い
る
が
。

市
長　

マ
イ
ン
ド
ロ
ー
ド

を
守
る
会
の
幹
事
会
で
は

意
見
は
出
て
い
な
い
。

問

草
刈
り
を
業
者
に
依

頼
し
た
場
合
、
費
用
は
い

く
ら
か
か
る
か
。

市
長　

９
・
２
㎞
を
２
７

０
万
円
程
度
と
思
わ
れ
る
。

問

除
草
剤
を
散
布
し
た

場
合
、
費
用
は
い
く
ら
か

か
る
か
。

市
長　

約
20
万
円
位
か
か

る
と
思
う
。

問

自
治
会
の
事
情
を
考

え
て
市
当
局
で
や
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
　

市
長　

状
況
が
分
か
っ
て

き
た
の
で
担
当
課
と
も
協

議
し
て
検
討
し
た
い
。

マインドロードの現状

市
長　

事
業
を
具
体
化
し
、

予
算
計
上
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。

問

地
元
の
人
た
ち
が
屋

台
村
建
設
を
非
常
に
期
待

さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
た
が
、
そ
の
人
た
ち
に

造
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
ど

の
よ
う
に
説
明
し
た
か
。

市
長　

今
で
も
期
待
さ
れ

て
い
る
。

（
第
１
回
目
答
弁
書
よ
り
）財部駅前　旧谷口旅館

守る会への補助金、約90万円を
各委託料とした場合の市の負担額

各委託 委託料（円） 市の負担額

草刈り 270万 180万円増

除草剤
散布 20万 70万円減

14曽於市議会だより№ 65　令和 3年 7月30日発行



渕
ふち
合
あい

昌
まさ
昭
あき

（新生会）

新型コロナウイルス
感染者状況は
市長／６月７日現在、宮崎県発表を
　　　含めて６１人

一般質問の様子

問

本
市
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
及
び

対
策
は
。

市
長　

令
和
２
年
度
の
感

染
者
は
鹿
児
島
・
宮
崎
県

発
表
分
合
わ
せ
て
34
人
。

令
和
３
年
度
の
感
染
状
況

は
、
６
月
７
日
現
在
で
鹿

児
島
県
発
表
分
が
27
人
、

宮
崎
県
発
表
分
を
含
め
る

と
61
人
の
感
染
者
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。

問

医
療
従
事
者
の
接
種

状
況
、
市
民
の
接
種
計
画

の
詳
細
は
。

市
長　

医
療
従
事
者
は
６

月
中
旬
ま
で
に
全
て
終
了

予
定
で
あ
る
。
75
歳
以
上

の
方
は
現
在
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
開
始
さ
れ
、
今
後
、

６
月
中
旬
頃
に
65
歳
以
上
、

７
月
中
旬
頃
に
基
礎
疾
患

を
有
す
る
方
と
、
60
歳
以

上
の
方
、
８
月
下
旬
頃
に

60
歳
未
満
の
方
と
年
齢
を

区
切
り
予
約
を
開
始
す
る

計
画
で
あ
る
。

問

市
内
の
医
療
機
関
、

ま
た
は
、
か
か
り
つ
け
医
、

指
定
医
療
機
関
で
の
接
種

に
な
る
の
か
。

市
長　

市
民
が
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
受
け
る
場
合
は
、

市
内
の
14
医
療
機
関
と
、

集
団
接
種
会
場
の
そ
お
生

き
い
き
健
康
セ
ン
タ
ー
で

接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
。

集団予防接種会場
（そお生きいき健康センター）

問

他
の
自
治
体
で
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
キ
ャ
ン
セ
ル

が
発
生
し
て
い
る
が
。

市
長　

本
市
で
は
キ
ャ
ン

セ
ル
等
が
発
生
し
た
場
合

は
、
医
療
機
関
で
対
応
し

て
い
る
。

問

医
療
機
関
で
調
整
で

き
な
い
場
合
は
ど
う
す
る

か
。

市
長　

市
役
所
に
連
絡
を

い
た
だ
き
、
予
約
の
取
れ

て
い
な
い
高
齢
者
の
キ
ャ

ン
セ
ル
待
ち
名
簿
で
調
整

を
行
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
で
も
調
整
で
き
な

い
場
合
は
、
国
が
示
す
集

団
接
種
会
場
の
接
種
業
務

に
従
事
す
る
市
の
職
員
で

調
整
し
、
可
能
な
限
り
ワ

ク
チ
ン
の
破
棄
は
し
な
い

よ
う
に
し
て
い
る
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
・
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
予
定
地
跡
地

問

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
・

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
予
定
地

跡
地
の
重
荷
の
根
拠
は
何

か
。

市
長　

予
定
地
跡
地
全
て

を
事
業
化
す
る
と
、
莫
大

な
費
用
が
か
か
る
。

問

な
ぜ
高
い
税
金
を

使
っ
て
購
入
し
た
か
。

市
長　

こ
の
事
業
は
、
以

前
か
ら
計
画
さ
れ
、
土
地

取
得
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
土
地
を
有
効
活
用
し
、

市
の
発
展
に
資
す
る
事
業

に
供
す
る
目
的
で
購
入
し

た
。ちょっとひとりごと

ワクチン接種で

安心・安全な曽於市

15 ☆曽於市議会ではインターネットによるライブ中継や録画放送を行っています。



市長は、副市長 2人伴って
入札参加有資格業者を訪問
したのは事実か
市長／市内の建設会社・農協・商工会

など訪問した
今
いま
鶴
づる

治
はる
信
のぶ

（新生会）
一般質問の様子

ちょっとひとりごと

公明正大な
選挙を望む！

市
長
の
政
治
姿
勢

問

公
職
選
挙
法
第
１
９

９
条
第
１
項
及
び
２
０
０

条
の
請
負
契
約
者
等
の
寄

付
の
勧
誘
要
求
の
禁
止
・

寄
付
の
受
領
禁
止
違
反
で

は
な
い
か
。

市
長　

寄
付
は
、
な
る
べ

く
個
人
寄
付
を
お
願
い
し

た
。

問

入
札
指
名
委
員
会
委

員
長
の
大
休
寺
副
市
長
と

入
札
参
加
有
資
格
業
者
を

訪
問
し
、
五
位
塚
つ
よ
し

後
援
会
の
市
長
選
の
勝
利

募
金
と
後
援
会
加
入
申
込

書
の
入
っ
た
封
筒
を
渡
し

た
こ
と
は
、
公
職
選
挙
法

の
第
１
３
６
条
の
公
務
員

の
地
位
を
利
用
し
た
選
挙

運
動
違
反
で
は
な
い
か
。

大
休
寺
副
市
長　

市
長
の
命

令
で
公
務
と
し
て
行
っ
た
。

封
筒
の
中
身
は
、
知
ら
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。

問

末
吉
小
学
校
の
建
築

は
、
い
つ
頃
の
予
定
か
。

市
長　

岩
川
小
学
校
が
完

成
し
、
そ
の
後
給
食
セ
ン

タ
ー
の
建
設
を
進
め
、
そ

の
後
の
建
設
に
な
る
。

大
内
田
頭
首
工

問

工
事
費
の
総
額
は
い

く
ら
か
。

市
長　

２
門
の
稼
動
堰
を

復
旧
す
る
計
画
で
、
現
段

階
で
の
事
業
費
の
総
額
は
、

約
３
億
７
９
０
０
万
円
を

見
込
ん
で
い
る
。

問

復
旧
工
事
の
完
成
時

期
は
、
い
つ
頃
の
予
定
か
。

市
長　

工
事
完
了
は
、
出

水
期
の
河
川
な
い
の
工
事

が
で
き
な
い
た
め
、
令
和

５
年
３
月
を
見
込
ん
で
い

る
。

問

こ
れ
か
ら
の
稲
作
に

向
け
て
の
用
水
の
確
保
は

大
丈
夫
か
。

市
長　

昨
年
と
同
様
に
５

月
末
に
川
原
谷
河
口
部
と

本
明
橋
下
流
の
計
２
カ
所

に
発
電
機
と
水
中
ポ
ン
プ

を
設
置
し
、
足
り
な
い
時

は
、
ポ
ン
プ
の
増
設
を
検

討
す
る
。

問

あ
る
組
合
は
、
団
体

で
ま
と
め
て
寄
付
し
た
と

聞
い
た
が
、
事
実
で
あ
る

か
。

市
長　

事
実
で
あ
る
。

問

コ
ロ
ナ
禍
の
お
り
、

市
長
・
両
副
市
長
と
一
緒

に
あ
い
さ
つ
回
り
を
し
た

こ
と
は
、
危
機
管
理
が
で

き
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
。

市
長　

そ
の
時
は
、
総
務

課
長
に
す
ぐ
に
対
応
で
き

る
よ
う
連
絡
を
取
れ
る
準

備
は
し
て
い
た
。

市
長
公
約

問

ホ
テ
ル
の
誘
致
は
、

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市
長　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
進

展
が
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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岩
いわ
水
みず

豊
ゆたか

（新生会）

災害時の避難場所

市長／適正な避難所がない地区がある 一般質問の様子

問

月
野
校
区
の
避
難
所

は
。

市
長　

広
津
田
自
治
公
民

館
を
予
定
し
て
い
る
。

問

収
容
人
員
は
何
名
か
。

総
務
課
長

18
名
程
度
し

か
収
容
で
き
な
い
。
多
く

の
避
難
者
が
い
れ
ば
、
他

の
施
設
に
避
難
し
て
い
た

だ
く
予
定
で
あ
る
が
、
現

在
の
状
況
が
適
切
と
は

思
っ
て
い
な
い
。

広津田自治公民館

問

市
内
全
域
の
校
区
に

公
共
の
避
難
所
が
な
い
地

区
が
あ
る
が
、
改
善
を
急

ぐ
べ
き
で
あ
る
。

総
務
課
長　

昨
年
12
月
に

土
砂
災
害
警
戒
区
域
が
見

直
さ
れ
、
従
来
の
避
難
場

所
が
不
適
と
な
っ
た
。

商
工
業
新
規
就
業
者
支
援

対
策
事
業
補
助
金

問

令
和
２
年
度
の
新
規

就
業
者
で
、
補
助
金
を
交

付
決
定
し
た
金
額
、
件
数

は
。

市
長　

支
給
総
額
は
５
３

４
万
円
、
件
数
等
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

問

新
規
就
業
者
の
年
齢

制
限
の
根
拠
は
。

市
長

18
歳
以
上
55
歳
以

下
で
あ
る
。　

問

年
齢
制
限
の
引
き
上

げ
は
で
き
な
い
か
。

市
長　

協
議
会
に
お
い
て

審
議
し
、
改
善
す
べ
き
と

こ
ろ
が
あ
れ
ば
改
善
す
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送

問

広
告
・
地
域
情
報
・

緊
急
時
の
放
送
料
は
。

市
長　

広
告
と
地
域
情

報
・
緊
急
時
の
放
送
料
に

つ
い
て
は
、
定
時
放
送
で

１
回
あ
た
り
税
別
１
５
０

０
円
で
あ
る
。
緊
急
時
の

放
送
料
は
無
料
で
あ
る
。

問

行
政
放
送
の
市
の
負

担
金
は
。

市
長　

行
政
放
送
に
つ
い

て
は
、
放
送
料
の
負
担
は

な
い
が
、
昨
年
度
は
運
営

負
担
金
と
し
て
２
１
０
０

万
円
負
担
し
て
い
る
。

問

迷
い
犬
の
放
送
料
は
。

企
画
課
長　

３
回
ま
で
は

無
料
の
取
り
扱
い
を
し
て

い
る
。　

問

地
域
水
道
や
水
利
組

合
の
案
内
、
事
故
等
の
放

送
は
、
公
共
性
が
あ
り
、

無
料
に
で
き
な
い
か
。

市
長　

公
共
性
が
高
い
の

で
、
検
討
・
改
善
し
た
い

と
思
う
。

ちょっとひとりごと

身近な避難場所の
整備が急がれる

業種別 人数 年齢別 人数

サービス業 2 30歳代 6

製造業 2 40歳代 1

飲食業 2 50歳代 1

小売業 1 計 8

運送業 1

計 8

17 ☆議会中継をパソコンやスマートフォン、タブレット等で視聴できます。
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令和2 年度　政務活動費収支報告
期間：令和 2 年４月～令和 3 年 3 月

会派名 新生会 誠和会 創政会 そお幸喜会 日本共産党 計
6人 3人 ３人 2人 2人 16人

所属議員

今　鶴　治　信
谷　口　義　則
大川内　冨　男
久　長　登良男
渕　合　昌　昭
岩　水　　　豊

迫　　　杉　雄
伊地知　厚　仁
松ノ下　いずみ

九　日　克　典
渡　辺　利　治
上　村　龍　生
（Ｒ 2 .12.22 辞職）

山　田　義　盛
原　田　賢一郎

徳　峰　一　成
宮　迫　　　勝

歳入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
会 派 名 新生会 誠和会 創政会 そお幸喜会 日本共産党 計

交 付 額 720,000 360,000 360,000 240,000 240,000 1,920,000
自己負担額 0 0 0 0 0 0
収入合計① 720,000 360,000 360,000 240,000 240,000 1,920,000

歳出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
調査研究費 0 0 0 0 0 0

研 修 費 0 0 0 0 0 0

広 報 費 0 0 0 0 151,786 151,786

資料購入費 0 0 0 0 0 0

返 納 額 0 0 0 0 ▲ 31,454 ▲ 31,454

支出合計② 0 0 0 0 120,332 120,332

精算額① - ② 720,000 360,000 360,000 240,000 119,668 1,799,668
※政務活動費は、曽於市議会議員の調査研究その他の活動に資するため、必要な経費の一部として交付する
ものです。
※平成26年度より政務活動費を 1 人当たり月額 10,000 円の交付を受け、年度末に収支報告書を提出し残額は
精算します。
※令和 2 年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、調査研究等を差し控えた結果、ほとんどの会派が
全額精算となりました。
※日本共産党の返納額31,454円は広報費より曽於市議会政務活動費の交付に関する条例第 6条第 1項の政務
活動費を充てることができる経費の範囲以外の支出があったため返納したものです。

あの質問、どうなったの？
（一般質問）

寄附採納について
寄附採納の公平性を保つため、基準や委
員会を設けた方がよいと思うがその考え
はないか。

令和２年９月定例会（一般質問）
今鶴　治信

曽於市寄附採納事務取扱規定を設
け、令和3 年 6 月より適用して寄
附採納を行っていく。

結
果
報
告
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全国議員表彰を受賞

全国市議会議長会より、6名の議員が表彰され表彰状の伝達がおこなわれました。

15年表彰

10年表彰

20年表彰

土屋　健一議員
（市議：15年 4 月）

伊地知　厚仁議員
（町議： 5 年 11月　市議： 7 年 9月）

今鶴　治信議員
（市議：10年 8 月）

谷口　義則議員
（町議：17年 10月　市議：11年 9 月）

久長　登良男議員
（町議：10年 2 月　市議：15年 9 月）

海野　隆平議員
（町議：10年 2 月　市議：15年 9 月）

※全国市議会議長会議員表彰は、10 年以上市議会議員の職にある者が対象。町議会議員の勤続年数は、2 分
　の1 を市議会の継続年数に加算します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和3 年4 月現在）

19 ☆曽於市ホームページ・・https://www.city.soo.kagoshima.jp/



議
会
広
報
等
調
査

特
別
委
員
会

編
集
後
記

曽
於
市
議
会
だ
よ
り

発
行
／
編
集
　
鹿
児
島
県
曽
於
市
議
会

〒
8
9
9ｰ

8
6
9
2

鹿
児
島
県
曽
於
市
末
吉
町
二
之
方
1
9
8
0

T
EL：
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夢チャレンジ
延時さん夫妻は久留米市で整骨院を開業されていまし
た。昨年養豚業をされているご両親の年齢や、子どもが
産まれるのをきっかけに、子育ては田舎でと強い思いか
ら故郷財部へ帰って来られました。
養豚・稲作をしながら財部・中谷校区で整骨院を営ま
れ、お客様も徐々に増えて、忙しい日々を送っています。
さらに今年から遊休地を借り受け、さつま芋・里芋を栽
培され、益々忙しくなっています。
「今、農機具を揃えながら雇用も増やし規模拡大して、
稼げる農業をしたい。田舎は自然・旬の食材に恵まれ自
然の変化を感じられるので、わざわざ遠出しなくてもス
トレスを感じる事なく生活出来る。コロナ禍になる前に
Uターンしてきて本当に良かった」と話されています。

（松ノ下）

表
紙
に
よ
せ
て

末
吉
小
の
恒
例
の
田
植
え
が
、

６
月
12
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

高
松
地
域
活
動
隊
（
加
治
木
正

明
代
表
）
18
名
の
協
力
の
も
と
、

５
年
生
84
名
は
、
そ
れ
ぞ
れ
雨

の
中
、
最
後
ま
で
き
れ
い
に
植

え
つ
け
作
業
を
頑
張
っ
て
い
ま

し
た
。
10
月
に
は
、
稲
の
刈
取

り
作
業
を
し
ま
す
。
１
月
に
保

護
者
の
み
な
さ
ん
と
い
っ
し
ょ

に
収
穫
し
た
米
を
炊
い
て
「
お

に
ぎ
り
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
す
る

の
が
、
何
よ
り
の
楽
し
み
だ
そ

う
で
す
。　

　
（
今
鶴
）

　

中
国
武
漢
で
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
発
症
し
て

か
ら
、
約
１
年
半
が
過
ぎ
、
収

束
し
な
い
中
、
昨
年
延
期
と

な
っ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
７
月
23
日

に
開
幕
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

再
拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
大
会
組
織
委
員
会
が
無
観

客
で
の
開
催
か
、
ま
た
は
入
場

者
を
抑
え
て
開
催
す
る
か
を
開

幕
直
前
ま
で
議
論
し
て
い
た
こ

と
は
皆
さ
ん
も
記
憶
に
新
し
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
大

会
の
成
功
を
支
え
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
約
７
万
人
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し

た
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
す
が
、
開

幕
ま
で
に
１
回
目
し
か
接
種
が

で
き
な
い
と
の
報
道
を
耳
に
し

て
、
心
か
ら
無
事
を
祈
る
ば
か

り
で
す
。

　

日
々
精
進
さ
れ
て
き
た
選
手

の
皆
さ
ん
が
全
世
界
に
夢
と
希

望
を
届
け
て
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。　

（
渕
合
）
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私
た
ち
が
作
っ
て
い
ま
す
。

い
ろ
ん
な
ご
意
見
を

　
　
　
　
　
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

委
員
長

渕
合　

昌
昭

委
員鈴木　

栄
一

委
員

松
ノ
下
い
ず
み

副
委
員
長

重
久　

昌
樹

委
員岩水　

　

豊

発
行
責
任
者

議
長土屋　

健
一

委
員今鶴　

治
信

延
のぶ
時
とき
莉
り
彩
さ
さん ･ 穂

ほの
佳
か
ちゃん ･暁

あき
寿
ひさ
さん
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